
第１学年１組 算数科学習の指導と評価の案 

    
日 時：平成１４年１０月３０日（水） 

     

場 所：１年１組教室 

授業者：谷口 昌生 

    大坪 美紀 

１、 単元名 １０ 「ひきざん（２）」 

２、 単元の目標 

 算数への関心・意欲・態度 

ブロック操作でくり下がりのある減法の計算方法を考えたり、引き算カードで減法の計

算練習をしたりできる。 

数学的な考え方 

くり下がりのある減法の計算原理や方法を考えることができる。 

数量についての表現方法や処理の仕方 

十いくつから１位数をひいて、差が１位数になる減法の計算ができる。 

数量についての知識・理解 

 十いくつから１位数をひいて、差が１位数になる減法の計算の意味や仕組みを理解する。 

３、 指導に関わって 

（１） 教材観 

 本単元は繰り下がりのある減法の計算の意味や仕組みの学習を通して数の意味理解を

する単元である。これまでの加法及び減法では、１位数どうしの計算で、１０までの数を

数えることで答えを求めてきた。また、１０とあといくつという見方から和が１２などの

簡単なものを扱ってきた。しかし、前単元と本単元では、十進位取り記数法の原理につい

て基本的な理解を学ぶことになるのである。位の位置を利用したこの方法が簡単であるこ

とを加法で扱っており、その考え方を減法にも使われることがわかるように子どもたちの

学習を進めていきたい。これらの単元では、子どもたち自らがその計算の仕方を考えるこ

とを大切にしながら、繰り下がりの仕組み、しいては十進位取り記数法など数の意味と表

し方を理解させるものである。 

 これまでは、減法に対してブロック操作による式と言葉を中心に学習してきている。前

単元と比べると、ブロックを置く位置が横向きから縦向きになっているが、その操作は減

加法よりも減減法の方が近いであろう。そのような思考の流れの中で、子どもたち自らが

計算の仕方を考えるということを大切にしたいので、子供たちのブロック操作を見届けな

がら、その操作の仕方に減加法や減減法の考え方があることをあさえ、繰り下がりの減法

に２つのやり方があることに気付かせ、違いが話せる姿を目指す。筋道を立てて計算の仕

方を説明することができることが、計算の意味や仕組みを確実にすることや、計算の習熟

を確実にするものと考える。 

 実際の計算では、どのやり方が一番よいのかというのはそれぞれの子によってやりやす

さの感じ方に個人差があると考える。本時は減加法と減減法の違いが分かり、減減法で計

算できることをねらいとする。 

（２） 児童観 

 くり上がりやくり下がりのない１０いくつと１位数の計算の単元では、ドリルなどの様

子からほとんどの児童がブロックなしで計算できるようになってきた。しかし、練習不足

や自信のなさからブロックを使って計算をしている児童も４・５名はいる。そのような児

童に対しては、ブロック操作を大切にして計算をさせるようにしてきた。ブロック操作に

関しては、はじめから必要はないという児童にも、ブロックを使うことの大切さ（①数の

理解ができること、②計算の過程を筋道立てて話せること）を話し、算数の証拠（①ふえ

るとあわせるとへるを手で示す、②ブロックを用いて考え方を筋道立てて話す、③式をか

く）が３つあることを指導してきた。 

 このようにどの計算の単元も最初はブロックで答えを見つけるまでの話をさせるよう

にしている。ブロックによる考え方が学級で統一し、混乱を招かないようにブロックの並



べ方や操作の仕方には、考え方を大切にしたきまりを指導している。 

（３） 本時の指導の立場 

本時の指導でねらいにせまるため特に大切にしていきたいのは次の点である。 

① 課題化 

繰り下がりのない１０以上の数の減法という見方から、１５－３の問題を考えさせ、

ブロック操作により既習の内容を想起させる。ここで「できそうだ」という見通しを

持たせることができる。答えを導き出した後、「１２ほんあって、３ぼんたべました」

と問題を与え、「けいさんのしかたをかんがえよう。」と、課題へと進むようにする。 

② 机間指導 

Ａ：ブロックを使ってお話ができる子 

できたことを認め、キーワードになる言葉を「３をとった。」「３を２と１に分けてから

とった。」などを価値付ける。 

Ｂ：ブロックを使って答えを見つけることができるが、お話ができない子 

 できたことを認め、やり方を確認する。「１０からとったの。バラからとったの。どち

らですか？」と問う。さらにブロック操作を言葉にかえる。「３を１０からとったんだね。」

「３を２と１にわけてとったんだね。」 

Ｃ：ブロック操作がスムーズに行うことに時間がかかる子 

③ 評価  

「１１－３」の評価問題が「 ◎◎さ んしきのやりかた（減減法）」でできるかどうかで

この時間の評価とする。ＴＴで全員を見届けていきたい。 

４、 研究主題に関わって 

  

 

 

 

 

 

 

 子どもたち一人ひとりが興味と関心をもち、主体的に授業に参加する姿を願って指導し

ている。このテーマは、その指導の工夫、導入から課題づくり、そして一人ひとりが自分

なりの考えをもち、話し合いの中で深めていくという過程に焦点をあて、望ましい指導の

仕方を明らかにしようとするものである。 

 まず、授業のそれぞれの過程での主体的な子どもの姿を次のようにとらえた。 

過程 主体的な子どもの姿 具体的な子どもの姿 

課
題 

・ 場面条件がわかる 

・ 既習事項を思い起こせる 

・ 課題の意味がつかめる 

・ やってみよう 

・ どこか変だな 

・ おもしろそう 

・ 前に習ったことと似ているな 

個
人
追
究 

・ 何を考えればよいかがわかり、

自分なりの考えを持って解決し

ていける。 

 

・ このようにしたらできそうだ 

・ 前に習った方法を使えばできそう

だ 

・ ブロックでやってみよう。 

集
団
追
究 

・ 自分の考えとどこが違うか、同

じか比べながら聞き、質問や意

見が積極的に出せる。 

・ 簡単で正確な考え方を見つけ

る。 

・ そんな考え方もあるんだ 

・ ○○さんのやりかたが簡単だ 

・ ○○さんと同じやり方だ 

・ よく似た考え方だな 

ま
と
め 

・ わかったことを確認しあい、で

きる喜びを味わう。 

 

・ よしできた 

・ もっとやってみたい 

 

「学ぶ楽しさと充実感を味わう算数教育の創造」 
※ 単位時間のねらいを明確にした単元のあり方 

※ ねらにせまる単位時間のあり方 

          ～算数的活動と子どもの学びのあり方～ 



 単位時間のねらいを明らかにした上で、適切な素材が提示され、望ましい課題が設定さ

れたなら、子どもたちは意欲的に授業に取り組み、お互いの考えを出し合い、自分の力で

解決指定校とする主体的な姿（学ぶ楽しさと充実感を味わう姿）を見せてくれるのではな

いかと考える。 

 また、一人ひとりが自分の考えを明らかにしていくために、どんな操作的な活動を取り

入れていくのが効果的なのか明らかにしていかなくてはならない。さらに、一人ひとりの

考えを位置づけ、話し合いを焦点化させるために、教師の発問（指導・援助）は重要なも

のとなってくる。表現や解決の仕方は様々であっても共通するものがないかどうか、同じ

法則に立っているものはないか、だれにでもわかる表現方法かどうかなど、話し合いを深

め課題解決の方向へと迫らせて 

いきたい。 

 

５、 テーマとの関わりにおける児童の実態 

（１） 個人追究における実態 

 課題解決は、ほとんどの子が意欲的に取り組むことができ、２学期になって集中して取

り組む時間も長くなってきた。しかし、単元によっては苦手意識を持つ子もおり、意欲的

に取り組めないこともある。そうした場合、前単元や本単元に関わっては、一桁のひきざ

ん、繰り下がりのない（十いくつ）－（一位数）の計算が確実にできることを意識して個

別指導してきた。わかった、できたという喜びが意欲につながると考えるので、関連のあ

る基礎的基本的な力は確実につけておく必要がある。 

（２） 集団追究における実態 

 元気よく発表できる児童が多いが、分かっていてもみんなの前で話すことを恥ずかしが

ってあまり手を挙げない子もいる。また、友達の発表に耳を傾けられない子もいるので、

「話します。」「どうぞ」という切り口から、聞く人は、目をみて聴けるように指導してい

る。 

 

テーマに迫るために 

 願う姿 手だて（視点） 

A 

自分なりに追究しようとすることがで

きる。 

わかる、わからないがはっきり言える。 

数式に対応させながらブロック操作を順

序立てて行わせる。 

B 

発表することができる。 

仲間の意見に対して、目を見て聴くこ

とができる。 

机間指導で、考えを認めていく。 

話し方の練習（ペア交流の位置づけ）をさ

せる。 

C 

操作活動を順序立ててできる。 

（はじめに、つぎに、さいごになどの

言葉で） 

自分の考えを、お話ながら操作させてみ

る。（はじめに、つぎに、さいごになどの

言葉で） 

D 

それぞれの意見から、似たところ、ち

がうところを見つけることができる。 

ブロックを用いて考え方を話し、○○さん

しきや ◎◎さ んしきのやりかたでおなじ

ところはどこですか、ちがうところはどこ

ですかと問う。 
 

 

 

 

 

 

 



７ 本時の目標 

１２－３の計算方法をブロックを操作して考える探求的な算数的活動を通して、（１０－３）＋２と

（１２－２）―１の考え方の違いが分かり、１２－３の計算を１２から２をひいて、のこりの１０か

らさらに１をひくやりかた（減減法）で計算することができる。 

８ 本時の展開 

過程 学  習  活  動 集団 指導・援助及び教師の評価 
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１２－
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全体 Ｔ１：一斉指導  

⑩

 
 

 

 

 

で

(課題

 
(素材１)にんじんが１５ほんあります。。
－３の計算の仕方をふりかえる。 

んたべると、なんほんのこりますか？。」 

ほんです。しきは１５－３で１２だからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ２：Ｔ児、Ｕ児につき場面把握の援助をする。 

・まず繰り下がりのない既習の１

５－３で見通しをもたせる。（Ｔ１） 

・答えが１２になることを式やブ

ロックなどの証拠で確かめる。 

・問題提示後、「あれ」、「このまま

ではできない。」「かんたんだよ」

などの発言（つぶやき）を位置付

 

(問題)３ぼんたべました。なんほん のこる
  (素材２)にんじんが１２ほんあります。
べました」だから、しきは１２－３になる。 

るかな？ ・かんたんだよ！ 

人追求をする 
アでやり方をお話しする。 
見交流をする 
さんのしかた１）減加法 

に１２を１０と２にわけます。 
１０から３をひいて７ 
に、のこりの７と２をたして、９ 
１２－３＝９です、 
は９ほんです。 

さんのしかた２）減々法 
に３を２と１にわけます。 
１２から２ひいて１０。 
に１０から１をひいて、９ 
１２－３＝９です。 
は９ほんです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４を○○さんしきのやりかたで計算する。（

とめの計算の仕方をペアで交流する 
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ける。（Ｔ１，Ｔ２） 

Ａ：ブロックを使ってお話ができる

子 評価規準①③ 

できたことを誉め、キーワードに

なる言葉「３をいっぺんにとった」

「３を２と１にわけてとった」な

どを価値付ける。（Ｔ１，Ｔ２） 

Ｂ:ブロックで答えをみつけること

ができるが、お話しができない子 

評価規準①③ 

できたことを誉め、やりかたを

確認する「はじめに１０からとっ

たの。バラからとったの。どちら

かな。」さらに、ブロック操作を言

葉にかえる。「３をここからいっぺんに

とったんだね。」、「３を２と１にわけて

とったんだね。」（Ｔ１，Ｔ２） 

Ｃ：ブロック操作がスムーズに行うこ

とに時間がかかる子 評価規準①③ 

「１０からとりますか？ばらからと

１１

 
  －①

１

②７をたす  

 

①３をひく  

１２－３＝９ 
 
 ② 

－ 
 
７＋ 
 

９ 

１２－３＝９ 

② ① 
 － 
 １０－ 

９ 

しょう。 

)１２－３けいさんのしかたをおはなししよう。 
減

 

 

 

 

 

りますか？」 

・「○○さんと ◎◎さんのとりかた

は同じですか。」と問い、２つのや

りかたが違うことに気付かせる。 

・「○○さんのときかたは、じぶん

のかんがえたやりかたとおなじで

－

０

－

８

②１をひく  
 

 

 

 

 

 

 

すか。」と問うことで、減加法や減

減法ができているかどうかをたし

かめさせる。（Ｔ１，Ｔ２） 

・まとめでは、減加法・減減法ど

ちらもみとめ、どちらの考えも１

２を１０と２に分ける見方が同じ

であることを価値付ける。 

ご

 

①２をひく  
 

 
○ ◎さんのやりかたは、１２から２をひいて、さい

に、のこった１０から１をひいて９にしたんだね。 
ブロック→お話→式
 
ブロック→お話→式
減法） 
個 

 

ペア 

 

 

全体 

・まとめのやり方を全員にさせ、

ペアで見届けさせるなどで減減法

の計算の仕方をおさえる。（Ｔ１，Ｔ２） 

評価規準②④ 

３ 

 ② 
 
 
 

（評価）１１－３の計算をひくひ

く法のやりかたで計算すること

ができる。（○○さんしき） 



 


